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2025. 5. 14. ACT News Letter No. 4 

 

第 7 期幹事会よりごあいさつ 
代表幹事 田中東子 

 

みなさん、こんにちは。2024 年９月

より 2026 年秋までカルチュラル・ス

タディーズ学会（ＡＣＴ）の第７期の

代表幹事を務めることになりました、

田中東子と申します。 
 現在ではカルチュラル・スタディー

ズ学会の年次大会として定着してい

るカルチュラル・タイフーンですが、

最初から学会だったのではなく、誕生

した 2003 年には有志が集まり運営す

るお祭りのようなイベントでした。新

自由主義経済による大学への侵襲に

抗うため、国内だけでなく、東アジア

や環太平洋の国や地域のカルチュラ

ル・スタディーズの研究者や院生、ア

ーティストやアクティビストが集ま

り、より自由で、より平等で、より公

平な世界を目指す言葉や行動、表現活

動やネットワークの形成に可能性を

見出すために、2 日の期間中に多くの

人たちが集い、語り合いました。 
 それから 10 年余りが過ぎた 2012 年、

有志の集まりによって運営されてい

たカルチュラル・タイフーンは、より

安定した運営基盤を求めて学術学会

の体裁をとりながら続いていくとい

う道を選択することになりました。学

会化に伴い、新たな会則を作り、学会

誌を定期的に発行し、会員を募るかた

ちでこの集まりは今日まで続いてい

ます。 
 日本のカルチュラル・スタディーズ

は今年で導入から 30 年が経ち、世代

交代が進みつつあります。この間、学

会メンバーも徐々に入れかわり、学会

化以前のカルチュラル・タイフーンを

知らないという方も増えています。そ

こで、私たち第 7 期の幹事会メンバー

は、東アジアを中心とした新しい世代

のネットワークを築きなおすために、

2025 年 11 月 8 日～9 日に台湾・国立

高雄大学にて「カルチュラル・タイフ

ーン高雄（Cultural Typhoon Kaohsiung 
2025）」を開催することにしました。今 
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回のテーマは「交叉颱風 Typhoons 
Entwined: Crosswinds, Currents, 
Converge!」です。

大会の詳細につきましては、以下

のウェブサイトにてご案内しており

ますので、ご確認いただけますと幸

いです。 

▼実行委員長の黄柏瀧さんの熱い大

会マニフェストはこちらから読めま

す 

▼大会ＣＦＰはこちらからどうぞ

私たちはこの大会を、カルチュラ

ル・スタディーズにおける新世代の

地域横断的な知的ネットワークの再

構築、知と実践の裂け目に耳を傾け

ること、そして多様性と分断の問題

を再考する絶好の機会にしたいと考

えております。国際的なネットワー

クの再構築は第 6期の幹事会が掲げ

ていた目標でもあり、各国・各地域

で排外主義や極右的な思想が広がる

現在、そうした潮流に対抗していく

ために、喫緊の課題になっていると

思われます。 

分断するのは実に容易く、連帯と

協調を創り上げる道のりは非常に困

難で忍耐と粘り強さが必要とされま

す。けれども、私たちは、連帯と協

調に向けた困難や忍耐、粘り強い取

り組みの中でこそ、楽しさや喜びに

たどり着けることを知っています。

私たちはつねに、そのことを知って

いる人びとの集まりでありたいと、

心から願っております。絶望にばか

り直面する時代ではありますが、ま

ずは残りの１年半、楽しく協働して

いきましょう！ 

2025年 5月吉日 

カルチュラル・スタディーズ学会

代表幹事 田中東子 

他 第 7期 幹事一同
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2024 年度総会資料 

2024 年 9 月 22 日 デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO） 

カルチュラル・スタディーズ学会 2024 年度総会 

 

第 3 号議案（総会承認済） カルチュラル・タイフーン早稲田 2023 収支報告 
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第 4 号議案（総会承認済） 2023 年度収支報告 

 

 

 

 



5 
 

2024 年度総会資料 

 

第 5 号議案（総会承認済） 2024 年度予算案 
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カルチュラル・スタディーズ学会 

2024 年 9 月 22 日総会 

□第 7 期幹事監査選挙結果 

幹事：稲垣健志、川端浩平、竹田恵子、田中

東子、村田麻里子 

監査：高原幸子、長尾洋子 

 

総会後の第７期幹事招集会議議事録 

□推薦幹事の選出 

荒井悠介（明星大学）、大石茜（松山大学）、

黄柏瀧（高雄大学）、梁永山聡子（成城大学） 

□各幹事の担当決定 

・事務局 大石 

・編集担当 稲垣（委員長）・竹田、荒井（副

委員長） 

・大会担当 黄（2025 年度）、梁永山（2026

年度） 

・研究企画／海外連携担当 村田（2025 年

度）、川端（2026 年度） 

・ジェンダー平等・DEI 担当 竹田 

・代表兼広報担当 田中 

□その他の審議事項 

・第１回の幹事会にてセクションごとに委

員数名を指名し、委員会を中心に活動を行

う。 

・2025 年度のカルチュラル・タイフーンは

高雄大学で開催し、2026 年度は東京で開催

する。英語のセッションと日本語のセッシ

ョンが分離してしまっている点を検討する

とともに、国際的な場として再構築する必

要が話し合われた。 

・ゆるやかな世代のバトンタッチ、アジア

連携を今期幹事会の目標とすることを確認

した。 

 

 

第 7 期第 1 回幹事会議事録 

2024 年 10 月 28 日（月）10 時～12 時＠Zoom 

出席者：田中、荒井、稲垣、大石、黄、川端、 

竹田、梁永山、村田 

□年報最新号の公募について 

・前期の編集委員から引継ぎを行なうとと

もに、投稿論文の募集を開始したことが報

告された。査読委員の選任を進めているこ

とも報告された。 

□各委員会委員の選任について 

・会員全体から、ジェンダー、年齢、国籍等、

多様性に配慮しながら、委員を選任するこ

とを確認した。 

・業務が複雑なものや、担当者の継続が運

営上必要なものに関しては、前任者が継続

して担当する。井上（弘）前幹事が事務局担

当委員として残留する。広報委員会では竹

﨑委員、山本（恭）委員が委員を継続する。 

□研究企画委員会（海外連携含む） 

・担当幹事 2 名で担当しながら、各年度の

責任者を 1 名ずつ設ける形を検討する。研

究企画委員は11月中をめどに選任する予定

であることが報告された。 

□大会委員会 

・高雄カルタイに向けて研究会を行うこと

を検討する。高雄カルタイに向けた大会委

員と、2 年並走できる大会委員を選出する予

定であることが報告された 

・開催校実行委員については、会員に加え

て、大会テーマに関係する非会員からも広

く選出することを検討する。 

□編集委員会 

・編集委員会で企画を立て、企画に必要な

委員を、編集委員会担当幹事で検討のうえ

で選出する。 
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・査読委員に関しては昨年度の委員に打診

を行う。引継ぎが困難な場合、その委員の専

門部分ごとに、多様性に配慮しながら新た

な委員を編集委員会内で審議を行い選出す

る。 

□ダイバーシティ特別委員会（仮称） 

・特別委員会の設置と、委員を複数名選出

する予定であることが報告された。 

□事務局 

・今年度中に、前年度までの会計担当者よ

り引継ぎを行う。会計担当は今後選出する

予定であることが報告された。 

□カルタイ高雄 2025 について 

・開催にあたってはオンライン利用（ハイ

ブリッド開催、単一現場）も検討する。 

・2024 年 11 月末を目途に第 1 回実行委員

会を行う予定であることが報告された。 

□2026 年度カルタイについて 

・朝鮮半島と新大久保のどちらを中心に置

くのかを今後検討する。 

・2026 年度に向けた準備は 2025 年の夏か

ら開始する予定であることが報告された。 

 

第７期第 2 回幹事会議事録 

2025 年 1 月 6 日（月）10 時～11 時半＠Zoom 

出席者：荒井、稲垣、大石、黄、川端、竹田、

田中、梁永山、村田 

□カルチュラル・タイフーン高雄について 

・開催候補日を、11 月 8 日～9 日とする方

向で進めることに決した。 

・会場は高雄大学人文社会科学院で開催す

ることが確認された。 

・大会委員長よりシンポジウム企画につい

て提案がなされた。 

・大会のテーマについて、方向性が確認さ

れた。引き続きアイディアを出し合うこと

となった。Calls For Papers (CFP) については

3 月に公募開始できるよう準備を進めるこ

とが承認された。 

・大会に向けた今後のスケジュールや運営

方法、資金面の課題等について意見交換が

なされた。  

□年報最新号について 

・投稿論文の本数及び査読の経過について

報告され、従来どおり 6 月頃に刊行予定で

あることが確認された。 

・査読者の確保に課題があり、選任の基準

や非会員への依頼の可能性について引き続

き検討することとなった。 

・発行部数は増やす方向で検討することと

なった。 

□新規入会者・ニューズレター作成 

・新入会員が承認された。 

・ニューズレターの発行が承認され、編集

を進めることが確認された。  

□特別委員会について 

・特別委員会の名称はダイバーシティ推進

委員会とすることが承認された。 

・推進委員会の委員が検討され、3 名が承認

された。 

 

第 7期第 3回会議幹事会議事録 
2025年 3 月 31 日 10 時～12 時＠Zoom 
出席者：荒井、稲垣、大石、黄、川端、竹田、 
田中、永山、村田 
□大会委員会 
カルチュラル・タイフーン高雄 2025 の日程
等について再確認をした。日程は 11 月 8日
（土）、9日（日）、会場は国立高雄大学人文
社会科学院とし、7 日（金）に前夜祭、10 日
（月）に高雄ツアーを企画する。 
・Calls For Papers および公募内容／公募ス 
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ケジュールについては、4月中に公募を開始
する。文面は開催校実行委員長が準備し、細
かなスケジュールや支払い方法等について

は、学会本体の幹事で検討することを確認

した。 

・ 5 月 28 日、29 日、30 日に幹事数名で高

雄の現地訪問を予定する。その際、高雄大学

関係者との交流会を予定し、あわせて会場

の下見を行なう。 

□編集委員会 

・年報第 13 号の進捗状況について報告がな

された。第 2 次審査を進めている。投稿数

が増えており、特集企画を組むことが難し

くなっていることが報告された。 

・今号では、座談会の企画、展覧会評の掲載

を検討中であることが報告された。 

・査読できる会員が少なく課題はあるが、

原則として従来の基準で依頼することが確

認された。非会員の査読者には謝礼を支払

う方向で検討することが確認された。 

・査読者の選定にあたり名簿の情報更新が

必要であり、例年通り 4 月に情報更新の依

頼の会員向けに発信する。 

・査読を依頼する前に、編集委員で文字数

や体裁を確認することとし、応募の文書に

も、そのことを記載する。 

□事務局 

・1 月 6 日以降の新入会が承認された。  

・ニューズレターについては、4 月の発行を

目指して準備中であることが報告された。 

□ダイバーシティ推進委員会 

・現在までに 2 回のオンラインミーティン

グを開催したことが報告された。 

・ダイバーシティ推進宣言／ハラスメント

防止ガイドラインを両方策定する方針であ

ることが報告された。 

・2025 年度の総会で叩き台を示し、意見や

コメントを募集することを確認した。 

 

 

 

＜出版情報＞ 

2024 年度下半期、ご執筆者あるいは出版社

様から学会事務局にご恵贈いただきました

著作は下記のとおりです。ここにご紹介申

し上げます。 

 

・輪島裕介、永冨真梨編『入門ポピュラー音

楽の文化史――〈戦後日本〉を読み直す』（ミ

ネルヴァ書房、2024 年）。 

・ジョージ・リッツア著、正岡寬司訳『21 世

紀新版 マクドナルド化した社会――果て

しなき合理化のゆくえ』（早稲田大学出版部、

2024 年）。 

・伊藤守編『東京オリンピックはどう観ら

れたか――マスメディアの報道とソーシャ

ルメディアの声』（ミネルヴァ書房、2024 年）。 

 

 

 

2025 年 5 月 14 日発行 第 4 号 

〒790-8578 愛媛県松山市文京町４番地２ 

松山大学 人文学部社会学科 大石茜研究室気付 
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